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生成AI普及で急増する巨大データセンターは、莫大な資源消費と騒音公害で地域社会に深刻な負荷をかけてい

る。一方、AIインフラ技術は小規模言語モデルやエッジ処理など「省電力・小型・分散化」へと急激に移行して

いる。本稿では、目先の税収増を狙う無批判な施設誘致が、将来的な設備の陳腐化に伴う「座礁資産化」や地域

ブランドの毀損を招くリスクを解析し、持続可能な次世代デジタル戦略への転換を提言する。 

 

データセンター誘致は未来の負債か 

―地域ブランドの毀損と巨大データセンターの終焉― 
 

東京都本部／西岡 芳宏

1. 要旨 

2022年末のChatGPTリリース以降、生成AIシステムは爆発的に普及し、人類の言語処理や問題解決のアプローチ

に根本的な変革をもたらしている。しかし、今後も続くと予想されている需要拡大への対応は極めて巨大でエネル

ギー集約的なデータセンターの爆発的増加を前提としている。 

現在、世界的なAI需要の急増を背景に、膨大な演算処理を支えるハイパースケールデータセンターが各地で相次

いで建設されている。国際エネルギー機関等の分析によれば、世界のデータセンターにおける電力消費量は、大規

模言語モデルの学習および推論プロセスを主要因として、2030年に向けて約945TWh規模へと倍増すると予測1され

ている。 

日本国内においては経済安全保障の強化やデジタルインフラの地方分散化という国策を追い風に、いくつもの自

治体が「固定資産税などの税収増」や「地域経済の活性化」という短期的な果実を期待し、独自の優遇措置等の提

供により巨大データセンターの誘致に奔走している。 

しかし、データセンターの急拡大は単なる産業成長の枠を超え、すでに深刻な対立を生み出している。膨大な電

力と水資源を大量消費する施設の誘致や建設を巡り、データセンター事業者、目先の経済効果を優先する自治体、

そして生活環境の悪化やインフラの逼迫を危惧する地域住民との間で、訴訟を含む激しい争いが世界規模で社会問

題化している。 

本稿では、現在各地で発生しているデータセンターを巡る紛争の構造的問題を分析するとともに、生成AIの「省

電力化・小型化・分散化」に向けた最新の技術動向をもとに、この技術的構造変化がもたらす中長期的な展望を踏

まえ、現在データセンター誘致に奔走している自治体が、将来的に直面するであろう「座礁資産化」のリスクや、

地域社会にもたらされる致命的な経済的・環境的損害について論じていく。 

 

2．データセンターの構造的課題 

2.1 騒音公害のメカニズム 

データセンターは、数万台のサーバーおよびGPU（Graphics Processing Unit）から発生する膨大な熱を冷却す

るために、強力な空調設備や屋上冷却システムを24時間365日稼働させる必要がある。また、広域停電時に備えた

巨大な非常用ディーゼル発電機を備える必要もあり、これらの絶え間ない稼働音が、周辺住民に対して深刻な騒音

被害をもたらしている。 

米国アリゾナ州では、2014年末に閑静な住宅街の近隣にデータセンターが進出して以降、冷却設備から発生する

絶え間ない低周波の稼働音が夜間も含めて鳴り響くようになった。住民はノイズキャンセリングヘッドホンや耳栓

を使用しても防ぎきれない持続的な苦痛を訴え、地方当局へ度重なる苦情を申し立てた。この種の騒音は、住民の

睡眠障害、慢性的な頭痛、そして生活の質の著しい低下を引き起こしており、バージニア州ラウドン郡でも同様の

健康被害が議会の公聴会で詳細に報告2されている。 
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データセンターに非常時用として併設される小型のディーゼル発電機であっても約85デシベルという聴覚に悪影

響を及ぼす騒音を発生させ、大規模な産業用ユニットにいたってはオートバイや建設現場の削岩機に匹敵する100

デシベル近くに達し、これが数時間から数日間にわたって継続するケースが存在する。 

 

2.2 水資源の収奪と冷却アーキテクチャの物理的限界 

AI演算に伴う膨大な発熱を処理するための水冷システムは、地域の水資源を急速に枯渇させる脅威となっている。

現状ハイパースケールデータセンターの多くは、エネルギー効率を高めるために蒸発冷却方式を採用している。こ

れは空冷と比較してエネルギー効率は高いものの、冷却水を大気中に蒸発させるメカニズムであるため、莫大な量

の水を消費する。 

中規模のデータセンターであっても小さな町一つ分に相当する水を消費し、大規模な施設となれば1日あたり最

大500万ガロン（人口5万人の都市の全消費量に匹敵）もの水を消費する。 

AI関連のデータセンターは、2028年までに年間最大320億ガロンの水を必要とすると予測3されており、気候変動

による渇水リスクと相まって、地域社会の生存基盤である水資源を巡る奪い合いが不可避の状況となっている。 

 

2.3 電力グリッドへの壊滅的負荷と住民への経済的波及 

データセンターは、水だけでなく膨大な電力も消費する。従来のクラウドストレージや動画ストリーミング用の

データセンターでも1万〜2万5000世帯分の電力を消費していたが、AIに特化した最新のハイパースケールデータセ

ンターは、単一施設で10万世帯分以上の電力を消費する。 

この異常な電力需要は、地域インフラの物理的限界を超えており、系統網への接続審査や変電設備の拡張工事に

要する時間がデータセンター新設のボトルネックとなり始めている。さらに深刻なのは、インフラ拡張コストの住

民への転嫁である。 

米国の分析では、2030年までに最大90ギガワットのデータセンター容量が新たに追加され、2028年には米国の全

電力消費の12%をデータセンターが占めると予測されている。この需要を満たすために、送電網の拡張や新規発電

所の建設が急ピッチで進められているが、その莫大な投資コストは最終的に地域住民の電気料金に跳ね返っている。 

実際、2025年の米国では600億ドル以上の電気料金の増加が記録され、平均コストは前年比で約10%上昇した。特

に中部大西洋沿岸地域などデータセンターが集中する地域では、インフラ調達費用の高騰が家計を直撃している。  

さらに、xAI社の「Colossus」データセンターのように、日常的な運用電力を賄うために巨大な天然ガスタービ

ンを設置する施設4も現れており、これが地域社会における大気汚染や健康被害のリスクを高める要因となってい

る。 

 

3．生成AIの次世代技術動向 省電力化・小型化・分散化への転換 

現在起きている問題の根本原因は生成AIに対する需要急増だけでなく、旧来のデータセンター設計思想（空冷中

心、巨大な集中コンピューティング、電気信号ベースのネットワーク処理）のままで、生成AIの計算要求に力技で

応えようとしている点にある。 

クラウドサービスプロバイダーや大企業向けのハイパースケールデータセンター市場は、2026年の3,349億米ド

ル規模から、2034年には2兆2,105億米ドル（年平均成長率26.6%）へと膨張し続けると予測5されている。しかし同

時に、この無尽蔵の拡張は物理的限界（電力の壁、冷却の壁、遅延の壁）に直面しており、この限界を突破するた

めに「省電力化」「高密度化」「分散化」へと急激にシフトしている。 

 

3.1 液浸冷却（Immersion Cooling）の実装 

空調や蒸発冷却といった手法は、もはや最新のAIワークロードにおける熱密度を処理する上で物理的限界に達し

ている。そこで急速に普及しているのが、「液体冷却」及び「液浸冷却」技術である。 

液浸冷却は、非導電性の特殊な冷却液の中にサーバーやGPUを直接沈め、熱源をピンポイントで冷却する技術で

ある。この技術は、高精度で熱源を狙い撃ちし、エネルギーの無駄を最小限に抑えながらシステムを効率的に稼働

させることができる。 

空冷用の巨大なファンや、大量の水を大気に放出する蒸発冷却塔を必要としないため、稼働騒音を劇的に低下さ

せると同時に、冷却液を閉鎖循環させることにより水消費量を事実上ゼロに近づけることが可能となる。 
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データセンター向け液浸冷却の市場規模は、2025年の17億米ドルから2026年には21億米ドルへと拡大し、2035年

には109億米ドルに達すると予測6されている。この技術が標準化すれば、従来の広大な土地と冷却塔を必要とする

平屋型の巨大データセンター設計そのものが陳腐化し、より高密度でコンパクト、かつ静音性の高い施設の構築が

都市部や末端環境で可能となる。 

 

3.2 ネットワークと演算の光電融合技術 

データセンター内の電力消費を押し上げているもう一つの要因は、データの移動に伴う電気信号の処理である。

AIの機械学習および推論プロセスは、大量のデータを前提とするため、ネットワークの帯域不足や遅延は直ちに性

能低下に直結し、待ち時間の増加を通じて電力の無駄を増幅させる７。OIF (Optical Internetworking Forum)な

どの業界団体は、AI用途が高帯域・低遅延・低消費電力を同時に求めるようになり、従来のプラガブル光や銅配線

中心のアプローチでは要求を満たせなくなると警告している。 

この電力とネットワークの二重の制約を打破する中核技術として、NTTが提唱する「IOWN」構想8、特に「APN

（All-Photonics Network）」と「光電融合技術」の実装が急速に進んでいる。APNは、ネットワークの伝送路だけ

でなく、データセンターの装置内の入出力に至るまで、可能な限り光のまま伝送・処理することで、電気処理に伴

う電力消費と遅延の壁を下げようとする取り組みである。演算チップと光モジュールを物理的に極限まで近づける

「CPO」と呼ばれる光電融合技術により、従来の配線や信号補償で浪費されていた電力を劇的に削減する。IOWNは

「電力効率100倍・伝送容量125倍・遅延200分の1」という目標を掲げており、この技術の社会実装が進めば、旧来

の膨大な電力を浪費する銅線ベースのクラスタリング施設は一気に陳腐化する。 

 

3.3 小規模言語モデル（SLM）の飛躍的進化と推論時のスケーリング 

インフラ側の革新以上にデータセンターの需要構造に決定的な影響を与えるのが、AIモデル自体の小型化である。

これまで生成AIの性能向上は、パラメータ数の増大（数千億から数兆規模）という「スケーリング則」に依存して

きた。しかし、2025年から2026年にかけて、AI業界のフロンティアは小規模言語モデル（SLM：Small Language 

Models）の飛躍的な性能向上へと完全に移行している。 

このトレンドを象徴するのが、今年6月にGoogle DeepMindが発表した「Gemma 4 12B」である。このモデルは120

億（12B）パラメータという極めて小規模なサイズでありながら、画像・音声・動画に関連する入力を扱えるマル

チモーダルモデルであり、2倍以上のパラメータを持つ「Gemma 4 26B A4B」に肉薄するパフォーマンスを示してい

る。従来のマルチモーダルモデルでは、画像や音声をそれぞれ専用のエンコーダーで変換してからデータをモデル

に渡していたが、「Gemma 4 12B」はエンコーダーを撤廃し、1つのトランスフォーマーに統合したアーキテクチャ

を採用し成果を上げている。 

 

3.4 エッジAIと分散型学習の実装 

SLMの普及は、AI処理の「エッジへの分散化」を強力に推進している。2026年現在、AI推論の大半をクラウドに

送信せずに、ユーザーの端末側（スマートフォン、PC、ローカルサーバーなど）で即時処理する「エッジAI」が普

及し始めている。低遅延環境での強力な推論能力を維持する「Gemma 4 12B」のようなモデルは、リソースの限ら

れたデバイス上での複雑なタスク実行を可能にした。 

これにより、クラウド通信コストの削減だけでなく、個人情報の漏洩リスクを低減しプライバシー保護を強化す

るという社会的な要請にも応えている。また、複数の端末が協調して学習する「分散型AI」も導入が進んでいる。  

この技術動向が意味するものは、モデルの初期構築（事前学習）フェーズにおいては依然としてハイパースケー

ルデータセンターが活用されるものの、日常的に世界中で発生する膨大な推論フェーズの計算負荷は、中央の巨大

施設から末端のエッジデバイス群へと急速に分散されているということである。 

 

4.データセンター誘致に奔走する自治体が直面する「被害と損害」 

前項で詳述した通り、AI技術は「より小さく、より冷たく、より光速に、より分散して」処理される方向へ進化

している。この技術的イノベーションを直視せず、旧世代の巨大データセンターを無防備に誘致しようとする自治

体は、数年から十数年後に被るリスクを抱え込んでおり、ここでは具体的な損害と被害のメカニズムを予測する。 
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4.1 固定資産税の蜃気楼と座礁資産化の罠 

 自治体がデータセンターを誘致する最大の動機は、莫大な設備投資に伴う固定資産税の増加である。実際、

データセンターの集積が著しい千葉県印西市では、令和5年度の決算において、家屋および償却資産の増加により

固定資産税が前年度比で28.4%増、都市計画税が5.9%増という大幅な税収増を記録している。 

しかし、この「税収の果実」には構造的欠陥が潜んでいる。データセンターの資産価値の大部分は、コンクリー

トの建屋ではなく、内部に設置されている「償却資産（サーバー、GPU、ネットワーク機器、冷却設備）」である。

日本の税制上、これらのIT機器の法定耐用年数は通常4〜5年と極めて短く、定率法によって急速に減価償却される。

すなわち、稼働開始からわずか数年でこれらの資産価値は帳簿上ゼロに近づき、自治体が得られる固定資産税収は

崖から落ちるように急減する。 

さらに深刻なのは、SLM・エッジAIによる需要の分散化と、液浸冷却・光電融合による設備の高密度化の進展で

ある。技術革新のスピードがサーバーの耐用年数を上回るペースで進行している現在、旧来の空冷式・大規模集中

型のデータセンターは、次世代のAI基盤として物理的に陳腐化する。 

事業者にとって、非効率な旧型施設に最新の高発熱GPUを無理に詰め込むよりも、都市部近郊に小型・高密度・

完全液浸冷却の新しいエッジデータセンターを新設する方が経済合理性に適う。 

事業者が減価償却を終えたタイミングで施設の撤退や縮小を行えば、地方自治体の手元に残るのは、固定資産税

を産まなくなった巨大な無用の長物（座礁資産）である。税収増を前提として自治体が長期的な財政支出計画を組

んだとすればそれらは破綻し、後の世代に財政赤字を残すことになる。 

 

4.2 土地利用の不可逆的な喪失と地域産業の破壊 

データセンターは「広大な土地と資源を消費するが、人間の雇用はほとんど生まない」という特異な性質を持つ。

数百エーカーの敷地が透水性のないコンクリートと舗装路で覆い尽くされることで、その土地が本来持っていた農

業的価値や将来の開発ポテンシャルは完全に喪失する。 

さらに、データセンターが消費する膨大な水資源は、地域の基幹産業である農業や製造業を直接的に圧迫する。

ジョージア州マンスフィールドで起きた地下水の枯渇による井戸の干上がりに見られるように、冷却塔から大気中

へ蒸発する大量の水は、地域のエコシステムから永遠に失われる9。 

農業地帯を抱える地方都市が誘致に走った場合、数年後には農業用水の枯渇や地下水脈の破壊を招き、地域の第

一次産業を壊滅させるリスクがある。地域の自立的な産業基盤を破壊してまで得た施設が、技術的陳腐化によって

短期間で撤退すれば、地域経済は多大な打撃を受ける。 

 

4.3 地域ブランドの毀損と住民の流出 

予測される最大の損害は、地域ブランドの毀損とそれに伴う人口流出である。データセンター事業者は、電力系

統の不安定性を補うために、日常的な運用においてさえ天然ガスタービンを大規模に稼働させるケースもあり、こ

れが地域コミュニティにおける大気汚染や健康被害を引き起こす懸念が指摘されている。 

また、100デシベルに迫る低周波の騒音公害は、平穏な地方都市の住環境に決定的な打撃を与える。地方都市の

多くは、「豊かな自然」や「静かで安全な住環境」を移住・定住促進の最大のプロモーション材料としている。 

しかし、データセンターの建設により低周波騒音が常態化し、巨大なコンクリートの箱が農地を分断し、大気汚

染のリスクが高まるようになれば、その地域のブランド価値は地に堕ちる。結果として、子育て世代などの新規移

住者の獲得は困難となり、被害に耐えかねた既存住民の流出が加速する。長期的には、一時的な固定資産税の増収

分を遥かに上回る住民税の減収と、地域コミュニティそのものの崩壊を招くことになる。 

 

5. 結論と展望 

現在、世界中で展開されているデータセンターの建設ラッシュとそれに伴う地域コミュニティとの軋轢は、生成

AIという新技術が社会実装される過程で生じる過渡期の、しかし極めて深刻な摩擦である。その摩擦が引き起こす

騒音公害、水資源の収奪、電力インフラの逼迫、そして景観の破壊は、地域社会にとって決して容認できない。 

さらに決定的なのは、現在のデータセンター事業者や自治体が前提としている「力技による物理的拡張」のトレ

ンドは、間もなく限界を迎え、劇的な技術的転換期を迎える可能性が極めて高いということである。AI業界はすで

に小規模言語モデルによる推論能力の効率化とエッジへの分散化、液浸冷却による省エネルギー・高密度化、そし
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て光電融合技術による伝送効率の飛躍的向上という、次世代技術へと明確に舵を切っている。 

この技術的現実を鑑みると、現行の空冷システムや大量の水資源を前提とした巨大な「箱物」としてのデータセ

ンターを、目先の税収やインセンティブ目当てで無批判に誘致する自治体の戦略は、将来の自治体経営において致

命的な過ちとなり得る。 

数年後、AI推論の大半がエッジデバイス上でローカルに完結し、残された高度な演算処理が省電力化された都市

部の光電融合・液浸施設へと移行した際、現在建設中の地方の巨大データセンターは完全に競争力を失う。    

自治体は、データセンターを無条件の「打出の小槌」として扱うのではなく、ITインフラの極めて短いライフサ

イクルと陳腐化リスク、地域住民に転嫁される莫大なインフラ維持コスト、そして取り返しのつかない環境破壊の

リスクを冷静に評価しなければならない。 

自治体は物理的な規模と資源消費に依存する旧来型の誘致合戦から脱却し、分散型AI社会を見据え、真に持続可

能で地域が持つ自然・産業エコシステムと調和する、洗練された次世代デジタル戦略へと転換すべきである。 

技術の進歩は常に物理的制約を乗り越えていくが、一度コンクリートで覆われ、水脈が絶たれ、分断された地域

社会の基盤は、二度と元には戻らない。 
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